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へ 執 礎 を 学 び ま し ょ う グ テ ー マ 【 フ ッ ト ケ ア と 末 梢 動 静 脈 疾 患 の 早 期 発 見 : チ ー ム 医 療 の 実 践 】 

循 環 器 領 域 に 必 要 な 知 識 を 、『 オ ン ラ イ ン 』 で 『 好 き な だ け 』 
ーて す き 開 時 間 に 受 講 し て み ま せ ん か ? 

受 講 期 間 :②0②⑥ キ ② 月 ②① 日 ( も ③ 月 ②② 日 (B 

ー ス A 綱 て omeesscuosrzeeser つ 
團 受 謄 カ リ キ ュ ラ ム 

役 立 つ 下 肢 動 静 脈 治 療 の 基 礫 
O 一 薬 物 ・ カ テ ー テ ル ・ 外 科 治 療 を ど う 選 ぶ か 十 CDT・IVC フ ィ ル タ ー の 適 応 に つ い て 

市 橋 敬 先 生 ( 一 宮 西 病 院 循 環 器 内 科 副 部 長 ) 

フ ッ ト ケ ア で 見 逃 さ な い 下 肢 虚 血 : 現 場 で 使 え る 検 査 値 ポ イ ン ト に つ い て 
の 〇 山 本 和 加 子 先 生 ( 公 立 松 任 石 川 中 央 病 院 医 療 技 術 部 検 査 室 臨 床 検 査 技 師 ) 

ら 下 肢 動 静 脈 画 像 の 基 礎 と 読 影 ポ イ ン ト : ア ン ギ オ &CT で 学 ぶ 血 管 評 価 に つ い て 
木 村 直 人 先 生 ( 三 重 大 学 医 学 部 附 属 病 院 放 射 線 部 ) 稗 問 m 

o 歩 行 が 変 わ る フ ッ ト ケ ア : 下 肢 虚 血 患 者 へ の 0 リ ハ ア プ ロ ー チ に つ い て 
荒 川 優 也 先 生 ( フ ッ ト ケ ア 指 導 土 ( 理 学 療 法 土 )) 萱]飫 チ 
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0 入 院 患 者 の 足 を 見 る カ : 動 脈 ・ 静 脈 の 病 態 評 価 と フ ッ ト ケ ア の 実 践 に つ い て 
柴 畑 智 美 先 生 ( 岐 阜 ハ ー ト セ ン タ ー 特 定 行 為 実 践 看 護 師 ( 創 傷 管 理 関 連 )) 

憩 今 
`誰 

團 向 加 貴 用 幸 ②.000 国 ミ i ュ 組 り B ③ 月 ② ① 日 ( 土 ) ト ① e 

※ 参 加 費 は カ ー ド 決 済 ま た は ち 振 込 み と な り ま す 。 

※ 講 義 の テ キ ス ト 資 料 は 、 ダ ウ ン ロ ー ド 方 式 と い た し ま す 。 と を で し 
※ 本 研 修 会 は 、 単 位 取 得 に 関 わ る 点 数 が 付 ち き さ れ る 研 修 会 で す 。 

取 得 可 能 単 位 : イ ン タ ー ベ ン シ ョ ン エ キ ス パ ー ト ナ ー ス (INE) 更 新 単 位 <⑤ 単 位 > 付 ち 
※ 研 修 終 了 後 、 ア ン ケ ー ト に 回 答 さ れ た 方 へ 受 講 修 了 証 書 を 発 行 い た し ま す 。 ( 必 要 項 目 解 答 条 件 有 
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